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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
硫
黄
山
噴
火
の
影
響
で
、
長
江
川
の

白
濁
に
よ
り
一
部
の
ほ
場
で
の
作
付
け
が
断
念
さ

れ
た
ほ
か
、
観
光
客
減
少
や
え
び
の
産
物
の
売
り

上
げ
に
も
大
き
な
影
響
が
あ
り
、
本
市
は
、
厳
し

い
局
面
に
立
た
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
痛
切

に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
作
付
け
で
き
た
水
田
で
は
、

素
晴
ら
し
い
米
が
収
穫
さ
れ
ま
し
た
。
え
び
の
米

ブ
ラ
ン
ド
を
守
る
た
め
、
作
付
け
を
断
念
さ
れ
た

皆
様
と
そ
の
思
い
を
く
ん
で
丹
精
込
め
て
米
を
作

ら
れ
た
皆
様
に
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
市
と
し
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
、
国
、
県
、
関

係
機
関
と
連
携
し
て
硫
黄
山
災
害
対
策
に
取
り
組

み
、
各
産
業
の
一
刻
も
早
い
正
常
化
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。
官
民
一
体
で
こ
の
窮
地
を
乗
り
切

る
た
め
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
一
方
で
、
本
市
の
地
方
創
生
推
進
は
さ

ら
に
加
速
し
て
お
り
ま
す
。
道
の
駅
え
び
の
は
、

E
T
C
2
・
0
搭
載
車
限
定「
賢
い
料
金
」の
試
行

対
象
に
選
ば
れ
、
高
速
道
路
利
用
者
が
道
の
駅
に
立

ち
寄
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
利
用
者
増
加
に
つ
な

が
っ
て
お
り
ま
す
。現
在
、
物
産
販
売
所
増
築
等
の

工
事
中
で
あ
り
、
増
え
続
け
る
利
用
者
に
対
し
、
こ

えびの市長

村岡隆明
Muraoka　Takaaki 年頭のあいさつ

れ
ま
で
以
上
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
い
た
し
ま
す
。同

敷
地
内
に「
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
え
び
の
」

も
オ
ー
プ
ン
し
、
道
の
駅
を
核
と
し
た
交
流
人
口
増

加
と
地
域
経
済
活
性
化
が
図
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
防
災
食
育
セ
ン
タ
ー
の
運
用
開
始
に

よ
り
、
平
常
時
の
学
校
給
食
提
供
に
加
え
、
災
害

時
の
食
糧
供
給
等
の
防
災
機
能
が
強
化
さ
れ
ま
し

た
。
え
び
の
湯
田
地
区
河
川
公
園
に
は
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
が
完
成
し
、
多
目
的
広
場
と
あ
わ
せ
て
、

幅
広
い
年
齢
層
が
利
用
で
き
る
市
民
交
流
の
場
も

完
成
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
本
年
は
、
引
き
続
き
、
硫
黄
山
災
害
対
策
を
喫

緊
の
課
題
と
し
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
市
全
体

の
活
力
増
進
の
た
め
、
地
方
創
生
の
取
り
組
み
も

さ
ら
に
推
進
い
た
し
ま
す
。
企
業
誘
致
と
産
業
団

地
造
成
も
、
着
実
に
前
進
し
て
き
て
い
る
と
手
応

え
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
飯
野
高
等
学
校
で
は
、

県
内
県
立
高
校
初
の
全
国
枠
募
集
が
始
ま
っ
て
お

り
、
若
い
人
材
の
育
成
に
新
し
い
風
が
吹
き
込
ま

れ
ま
す
。
本
年
も
、
市
民
の
皆
様
と
一
緒
に
な
っ
て
、

本
市
の
魅
力
の
磨
き
上
げ
と
発
信
に
ま
い
進
す
る

所
存
で
す
。

　
結
び
に
、
市
民
の
皆
様
に
は
、
本
年
も
変
わ
ら

ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
健
や
か
で
穏
や
か

な
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、

年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

 New Year Greetings 2019
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平
成
31
年
成
人
式
が
、
1
月
5
日
、

市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
、
は
か
ま
や
ス
ー
ツ
、
振
袖
姿

に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
１
４
７
人
（
男

69
人
、
女
78
人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
奥
優
輝
さ
ん
（
飯
野
中
出

身
）
が
市
民
憲
章
を
朗
読
。
嶽
元
愛
未

さ
ん
（
加
久
藤
中
出
身
）
が
成
人
証
書

と
記
念
品
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

式
辞
で
村
岡
市
長
は
「
正
し
い
人
生

は
あ
り
ま
せ
ん
。
失
敗
し
て
も
次
の
ス

テ
ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま
す
。
自
分
で
考

え
、
自
分
で
選
択
し
、
自
分
で
行
動
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
新

成
人
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

新
成
人
代
表
と
し
て
竹
之
内
夏
実
さ

ん
（
上
江
中
出
身
）
が
「
地
域
の
皆
さ

ん
の
支
え
に
な
れ
る
よ
う
な
看
護
職
者

に
な
り
、
え
び
の
市
に
貢
献
で
き
る
よ

う
、
こ
れ
ま
で
出
会
っ
た
人
と
の
縁
を

大
切
に
し
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」
と

意
見
発
表
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
黒
田
一
馬
さ
ん
（
上
江
中
出

身
）
と
坂
下
春
夏
さ
ん
（
真
幸
中
出
身
）

が
感
謝
と
誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し

た
。

　

式
典
終
了
後
、
会
場
で
は
、
真
幸
小

学
校
4
年
生
に
よ
る
合
奏
・
合
唱
や
小

倉
里
恵
さ
ん
の
エ
レ
ク
ト
ー
ン
演
奏
に

合
わ
せ
、
ふ
る
さ
と
で
あ
る
え
び
の
市

の
紹
介
と
新
成
人
の
中
学
校
時
代
の
写

真
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
流
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
懐
か
し
い
写
真
が
映
る
た

び
歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

嶽元さん（加久藤中）

竹之内さん（上江中）

奥さん（飯野中）

黒田さん（上江中）：左
坂下さん（真幸中）：右
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◎京町二日市には吉都線で！

JR列車時刻表（吉都線）吉松⇒都城　　◆上り

吉松
京町
温泉

えびの
えびの

上江
えびの

飯野
小林 都城

5:29 5:37 5:43 5:49 5:53 6:07 6:55

6:54 7:02 7:09 7:14 7:18 7:33 8:21

8:20 8:28 8:34 8:39 8:44 8:58 9:46

◆ 9:09 9:16 9:22 9:27 9:32 9:46 10:33

◆ 12:12 12:19 12:26 12:31 12:36 12:51 13:40

13:06 13:14 13:21 13:26 13:34 13:48 14:36

15:58 16:06 16:12 16:17 16:22 16:36 17:24

17:22 17:30 17:37 17:42 17:46 18:01 18:53

18:21 18:29 18:35 18:41 18:45 19:00 19:48

19:38 19:46 19:53 19:59 20:04 20:18 21:06

JR列車時刻表（吉都線）都城⇒吉松　　◆下り

都城 小林
えびの

飯野
えびの

上江
えびの

京町
温泉

吉松

5:41 6:35 6:54 6:57 7:08 7:14 7:22

6:37 7:32 7:50 7:54 7:59 8:05 8:13

7:30 8:24 8:43 8:47 8:51 8:57 9:05

◆ 10:41 11:29 11:45 11:49 11:53 11:59 12:07

12:27 13:16 13:34 13:37 13:42 13:48 13:56

◆ 14:13 15:08 15:26 15:29 15:34 15:40 15:48

16:09 17:06 17:24 17:27 17:37 17:43 17:50

17:39 18:28 18:46 18:49 18:54 19:00 19:08

18:33 19:23 19:41 19:45 19:52 19:58 20:06

20:14 21:06 21:24 21:28 21:32 21:38 21:46

●吉松駅　 0995-75-2013　 　●小林駅　 0984-23-3040

　2月2日（土）・3日（日）に開催される京町二日市に合わせて、JR九州が吉都線に臨時列車を運行します。京町二
日市当日は交通規制がかかり、車も混み合いますので、ぜひ、吉都線でご来場ください。※ラッピング列車の運行
時刻とは異なります。ご注意ください。

※上記臨時列車は計画段階のもので、時刻等に変更の余地があります。

※◆の部分が2月2日・3日の京町二日市臨時列車です。 ※◆の部分が2月2日・3日の京町二日市臨時列車です。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
交
通
手
段
の
一
つ
で
あ
る
鉄
道
「
吉
都
線
」。

こ
こ
数
年
、
自
動
車
の
普
及
や
人
口
減
少
で
吉
都
線
の
利
用
率
が

減
少
し
、
路
線
の
維
持
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
出
か
け
の
際

は
、
で
き
る
だ
け
吉
都
線
の
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
特
急
は
や
と
の
風
が
平
日
チ
ャ
ー
タ
ー
可
能
に
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
市
民
に
よ
る
観
光
列
車
チ
ャ
ー
タ
ー
利
用
促
進
の

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、
特
急
は
や
と
の
風
で
行
く
吉
都
線
観
光
列

車
ツ
ア
ー
を
企
画
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
市
企
画
課 

政
策
係

☎
35
‐
3
7
1
2（
直
通
）

◆観光列車ツアー◆
【出発日】2月21日（木）・26日（火）・28日（木）
【参加費】1人 4,000円（昼食・各地入館料込み）

※幼児は無料です。はやとの風およびバス車内は
お子さんをひざに抱いてもらいます。食事は別途
自己負担です。
※申し込み後、出発日の10日前を過ぎて取り消し
た場合は取消料が発生します。

【募集人員】1回60人（最小催行人員30人）
※30人に満たない場合、中止になることがありま
す。
※原則、えびの市民を対象としています。
※定員になり次第、締め切ります。

【集合・解散場所】自宅最寄り駅（京町温泉駅・えび
の駅・えびの上江駅・えびの飯野駅のいずれか）
※ツアー行程はページ下部のとおりです。

株式会社宮崎ツアーサービス申

☎ 23-5551
問・

　

12
月
25
日
、
都
城
駅
で
吉
都
線
ラ
ッ

ピ
ン
グ
列
車
出
発
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
吉
都
線
の
利
用

を
促
す
た
め
、
Ｊ
Ｒ
吉
都
線
利
用
促
進

協
議
会
と
「
キ
ッ
ト
カ
ッ
ト
」
を
販
売

す
る
ネ
ス
レ
日
本
株
式
会
社
と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
ラ
ッ
ピ
ン
グ
列

車
の
運
行
が
実
現
し
た
こ
と
か
ら
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。

　

ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
の
デ
ザ
イ
ン
は
、

県
立
小
林
高
等
学
校
美
術
部
の
生
徒
が

考
案
し
ま
し
た
。
ま
た
、
列
車
内
に
は

「
乗
る
と
願
い
が
か
な
う
つ
り
革
」
の

設
置
や
外
装
の
デ
ザ
イ
ン
と
合
わ
せ
た

シ
ー
ル
で
装
飾
し
て
い
ま
す
。

<ツアー行程>
京町温泉駅（ 9：12発）   ➡   えびの駅（ 9：18発）   ➡   えびの上江駅（ 9：23発）   ➡   えびの飯野駅（ 9：27発）

➡   都城駅（ 10：19着）   ➡   貸切バスで移動   ➡   昼食（お食事処）   ➡   神柱宮参拝（ 12：45 ～ 13：25）   ➡   

都城島津邸 本宅・伝承館（ 13：35 ～ 14：25）※ボランティアガイドによる説明   ➡   貸切バスで移動   ➡   

都城駅（ 15：00発）   ➡   えびの飯野駅（ 16：06発）   ➡   えびの上江駅（ 16：09発）   ➡   えびの駅（ 16：14発）   ➡    

京町温泉駅（16：18着）　　　　　　　　　　　　※時刻、見学箇所、順序は、諸事情により変更となる場合があります。（最寄り駅の出
発時間は1 ～ 2分早くなることがあります。乗り遅れた場合、払い戻しはできません。）

　

セ
レ
モ
ニ
ー
で
、
同
校
美
術
部
部
長

清
原
楓
さ
ん
が
「
縁
起
の
良
い
デ
ザ
イ

ン
と
な
る
よ
う
部
員
全
員
で
考
え
ま
し

た
。
普
段
利
用
し
て
い
る
列
車
に
デ
ザ

イ
ン
が
で
き
て
う
れ
し
く
思
い
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
の
後
、
ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
は
吉
松
方

面
へ
向
け
て
発
車
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
は
、
吉
都
線
で
は

3
月
末
ま
で
3
日
に
4
本
の
ペ
ー
ス

で
運
行
さ
れ
ま
す
。
時
刻
表
等
に
つ

い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.city.ebino.lg.jp/)

を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

ラッピングされた列車

県立小林高等学校美術部へ感謝状を贈りました

ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

出発日：2月21日（木）、26日（火）、28日（木）

特急はやとの風で行く吉都線観光列車ツアーが行われます
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学力向上を目指して

中学校集合学習会

　飯野高等学校で「えびの市中学校集合学習会」
が行われました。これは、中高連携事業のひと
つで、市内 4 つの中学校の生徒に、郷土への誇
りと自信を育み、進学意欲を高めてもらうとと
もに、飯野高校に対する理解を深めてもらうこ
とを目的に行われたものです。学習会では、飯
野高校の教員による授業が行われたほか、各中
学校の取り組みについてのプレゼンテーション
や飯野高校の紹介が行われました。

12/25

よい一年を願って

シルバー人材センターがしめ縄寄贈

　公益社団法人えびの市シルバー人材センター
が市役所にしめ縄を贈りました。これは、新年
を気持ちよく迎えてほしいと贈られたもので
す。贈られたしめ縄は、藤嶋理事長と前理事長
の田中敏春さんによる手作りのものです。藤嶋
理事長は「平成 30 年は災害が多かったので、
来年は良い年になりますようにと願って作りま
した。市民の皆さんに良い新年を迎えてもらい
たいです」と話していました。

12/26

防災意識を体験を通して学ぶ

楽しく学ぼう祭

　水辺の楽校で「楽しく学ぼう祭」が行われま
した。これは、市総合型地域スポーツクラブ連
絡協議会がえびの消防署・えびの市消防団の協
力のもと、防災啓発イベントとして行ったもの
です。小学生から高齢者まで約 110 人の市民
が参加しました。
　イベントでは、防災○×クイズ、簡易担架リ
レーなどが行われ、防災に対する知識を学びな
がら世代間の交流も深めました。

10/812/9

西郷どんの魅力を語る

西郷どん講演会

　市文化センターで西郷どん講演会が行われま
した。これは、市歴史民俗資料館が企画展「え
びのにおける西南戦争展」に合わせて行ったも
のです。
　講師に、鹿児島市在住の安川あかね氏を招い
て、「～西郷南洲翁の生涯～」という演題で講
演が行われました。
　講演会には市内外から約 100 人が訪れ、熱
心に聞いていました。

12/16

静かに光る

えびのヒカリテラスイルミネーション

　市文化センター前広場に設置されたイルミ
ネーションの点灯式が行われました。これは、
えびのヒカリテラス実行委員会が冬のえびので
遊び場を提供したいと始め、今回で 3 回目に
なります。
　点灯式では、飯野小 2 年生、飯野中吹奏楽部、
加久藤中・飯野高校合同吹奏楽部、第九を歌う
会が、合唱や演奏を披露しました。また、市内
協力店による無料振る舞いも行われました。

12/9

地域の防犯に生かす

青色回転灯装備車贈呈

　市役所で青色回転灯装備車の贈呈式が行われ
ました。公益財団法人宮崎県防犯協会連合会専
務理事厚山善

よしみつ

光氏からえびの地区防犯協会会長
村岡市長へ目録が手渡されました。厚山専務理
事は「地域の安全安心につなげるために活用し
てください」とあいさつしました。
　この車両は、平成 30 年度一般財団法人自治
総合センターの宝くじ助成事業により全国で
23 台整備された中の 1 台です。

12/20

激動の時代を好演

「第8回第九でえびのを元気に」公演
　

市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
第
8
回
第

九
で
え
び
の
を
元
気
に
」
公
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
文
化
セ

ン
タ
ー
指
定
文
化
事
業
と
し
て
、
市

民
グ
ル
ー
プ
の
え
び
の
で
第
九
を
歌

う
会
が
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

公
演
に
は
市
民
合
唱
団
な
ど
約

１
０
０
人
が
出
演
し
、
市
内
外
か
ら

約
５
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。
第

1
部
で
は
、
明
治
維
新
を
題
材
と
し

た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
第
2
部
で
は
、

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
交
響
曲
第
9
番
第

4
楽
章
「
歓
喜
の
歌
」
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

12/9
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 市畜産農政課 畜産振興室　☎35-3744（課直通）

畜 産

2月は家畜防疫強化月間です

す
。
中
国
お
よ
び
台
湾
で
は
、
季

節
を
問
わ
ず
、
農
場
で
の
高
病
原

性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
が

継
続
的
に
確
認
さ
れ
、
国
内
へ
の

侵
入
リ
ス
ク
は
高
い
状
態
で
す
。

　

養
鶏
農
家
の
皆
さ
ん
は
、再
度
、

防
疫
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
豚
流
行
性
下
痢
・
豚
コ
レ
ラ
・

ア
フ
リ
カ
豚
コ
レ
ラ
】

　

本
県
で
は
平
成
30
年
12
月
7
日

と
19
日
に
、
日
南
市
の
一
貫
経
営

の
養
豚
農
場
で
豚
流
行
性
下
痢
が

2
例
確
認
さ
れ
、
市
内
へ
の
侵
入

リ
ス
ク
が
非
常
に
高
い
状
態
に
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
岐
阜
県
で
は
、
国
内
で

平
成
4
年
以
来
26
年
ぶ
り
に
豚
コ

　

国
内
に
お
い
て
、
豚
コ
レ
ラ
お

よ
び
Ｐ
Ｅ
Ｄ（
豚
流
行
性
下
痢
）の

発
生
や
野
鳥
か
ら
低
病
原
性
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
海
外
で

は
依
然
と
し
て
口
蹄
疫
お
よ
び
ア

フ
リ
カ
豚
コ
レ
ラ
の
発
生
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。

【
口
蹄
疫
】

　

平
成
30
年
4
月
か
ら
10
月
に
中

国
、
4
月
に
韓
国
、
5
月
に
モ
ン

ゴ
ル
で
口
蹄
疫
の
発
生
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す（
平
成
30
年
12
月
12

日
現
在
）。
近
隣
国
で
あ
る
韓
国

で
は
、
平
成
29
年
2
月
以
来
の
発

生
と
な
っ
て
お
り
、
国
内
へ
侵
入

す
る
可
能
性
が
高
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。

【
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
】

　

千
葉
県
や
愛
知
県
、
鹿
児
島
県

で
は
、
野
鳥
か
ら
の
低
病
原
性
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
3

件
確
認
さ
れ
て
い
ま
す（
平
成
30

年
12
月
18
日
現
在
）。

　

ま
た
、
韓
国
で
は
、
野
鳥
か
ら

の
低
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
イ
ル
ス
が
40
件
確
認
さ
れ
て

い
ま
す（
平
成
30
年
12
月
25
日
現

在
）。

　

低
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

は
、
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
へ
変
異
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

レ
ラ
の
発
生
が
6
農
場
で
確
認
さ

れ
、
野
生
イ
ノ
シ
シ
に
つ
い
て
は

91
頭（
岐
阜
県
87
頭
、
愛
知
県
4

頭
）確
認
さ
れ
て
お
り
、
国
内
へ

の
感
染
拡
大
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す（
平
成
31
年
1
月
3
日
現
在
）。

　

さ
ら
に
、
8
月
3
日
、
中
国

で
、
ア
ジ
ア
地
域
で
は
初
め
て
ア

フ
リ
カ
豚
コ
レ
ラ
の
発
生
が
確
認

さ
れ
、
１
０
２
農
場
、
4
施
設
、

6
村
お
よ
び
野
生
イ
ノ
シ
シ
で
感

染
が
拡
大
し
て
い
ま
す（
平
成
30

年
12
月
26
日
現
在
）。
国
内
で
は
、

旅
客
か
ら
収
去
し
た
携
帯
品
の
畜

産
物
か
ら
、
ア
フ
リ
カ
豚
コ
レ
ラ

ウ
イ
ル
ス
の
遺
伝
子
が
3
例
確
認

さ
れ
て
お
り
、警
戒
が
必
要
で
す
。

　

市
内
で
発
生
し
た
口
蹄
疫
終
息

か
ら
8
年
が
経
過
し
、
防
疫
意
識

の
低
下
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

畜
産
農
家
の
皆
さ
ん
は
、
飼
養
衛

生
管
理
基
準
を
順
守
し
、
野
生
動

物
の
侵
入
防
止
や
畜
舎
の
清
掃
・

消
毒
、
立
入
者
記
録
簿
の
記
入
、

農
場
内
外
の
長
靴
の
履
き
替
え
、

車
両
消
毒
、
踏
込
消
毒
槽
の
点
検

を
徹
底
し
、
防
疫
対
策
の
強
化
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
毎
月
20
日
は
消
毒
の
日

と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
で
の
一

斉
消
毒
の
取
り
組
み
な
ど
、
関
係

者
が
一
体
と
な
っ
た
防
疫
対
策
を

徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

野生動物侵入防止対策をしましょう

消毒の徹底をお願いします

安全・安心なまちを願う

平成31年えびの市消防出初式

　湯田橋下流河川敷で「平成 31 年えびの市消
防出初式」が行われました。式には、消防団員
や消防署員など約 250 人が参加しました。
　式では、規律正しい分列行進や通常点検、長
年にわたり消防活動に精励した消防署員、消防
団員の表彰が行われました。
　分列行進や通常点検で、消防団員は、号令に
合わせて整然とした動作を行っていました。

10/81/6

一年間の無病息災を願う

竹はしらかし
　

市
内
各
地
の
田
ん
ぼ
や
河
川
敷
で

「
竹
は
し
ら
か
し
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

東
原
田
自
治
会
で
は
、
1
月
5
日

に
東
原
田
地
区
内
の
田
ん
ぼ
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

竹
は
し
ら
か
し
は
、
一
年
間
の
無

病
息
災
を
願
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

　

組
ん
だ
竹
の
や
ぐ
ら
で
門
松
や
し

め
縄
な
ど
を
燃
や
し
ま
す
。

　

焼
い
た
竹
を
持
ち
帰
り
、
家
に
立

て
か
け
て
お
く
と
厄
よ
け
・
魔
よ
け

に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

1/3~
1/13

ボランティア活動で地域貢献

庭木のせん定ボランティア

　えびの福祉作業所で、西日本高速道路メンテ
ナンス九州株式会社えびの事業所が庭木のせん
定ボランティアを行いました。これは、同事業
所が施設の利用者が安全で安心して使用できる
ようにと行ったものです。高所作業車を使い施
設内の支障となる高い木の枝を落としました。
　鬼脇福祉作業所所長は「古い木で危険なとこ
ろもあったので、せん定してもらって本当に助
かりました」と話していました。

12/27
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オークション会場

米光大樹さん

所在地 え び の 市 大 字 湯 田
372 番地

事業内容 中古自動車のオーク
ション運営

関連
グループ

・KCAA 福岡
・KCAA 山口
・KAA 京都

設立 平成 3 年

従業員 25 人（えびの出身者：
7 人）

電話番号 35-2000

　

市
で
は
、
市
内
の
事
業
所
情
報
を
市
民
に
提
供
し
地
元
企
業
の
認
知
度
を
高
め
、
市
内
事
業
所
へ
の
就

業
先
選
択
の
拡
大
を
図
る
た
め
に
、
平
成
28
年
度
か
ら
掲
載
を
希
望
す
る
事
業
所
の
募
集
を
行
い
、
広
報

え
び
の
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
5
社
程
度
の
紹
介
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
市
観
光
商

工
課
商
工
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
☎
３
５
‐
3
7
2
8

【事業所概要】

会社概要

　紹介を受けて入社してから8年目です。
現在は、車の査定やオークション中の商
談などを担当しています。普段は現場に
いるのでお客さんと接する機会が少な
いですが、覚えてくれるお客さんもいて、
うれしいです。これからもいろいろな人
と接して、喜んでいただけるようなサー
ビスをしていきたいと思います。

働く人の声

KCAA南九州

植樹祭で約 2,100 本の山桜を植栽

　KCAA（九州中央オートオークション）南
九州は、平成元年に設立され、「心と情熱と夢、
チャレンジ精神、社会的貢献」を運営方針に、
中古自動車のオークション運営を行っていま
す。毎週水曜日にオークションを行っていま
す。
　平成26年には、オークション会場をリニュ
ーアルし、せりのスピードアップや自社開発
の無線LANによるせりが実現し、ローコスト
での運営を可能にするなど、環境づくりに努
めています。また、職員は特別な資格等が必
要なく、入社から3カ月間研修を行うため、安
心して業務に取り組むことができます。
　平成28年には、宮崎県とえびの市、西諸地
区森林組合との4者で「 KCAA南九州エコの
森」として環境保全事業を行い、植樹祭で山
桜を植栽するなど、地域協働の森づくりなど
の地域貢献活動にも積極的に取り組んでいま
す。

えびの

● 日時＝2月24日（日）
● 場所＝市文化センター
●内容＝生涯学習功労者表彰や中学・高校合同の吹奏楽
など、市民活動の発表が行われます。

生涯学習振興大会

小林

 小林市 商工観光課
☎23-1174

 市社会教育課 社会教育係
☎35-3719（課直通）

●日程＝2月23日（土）・24日（日）
● 場所＝JR小林駅前 中央ふれあい広場（スタート・ゴール）
●参加料＝一般：2,000円、小中高生500円 ※未就学児無料
●コース＝各日30km、20km、10km、5kmの4コース

第21回みやざきツーデーマーチ
こばやし霧島連山絶景ウォーク

　
「
お
米
番
付
の
入
賞
の
知
ら
せ
を
聞
い
た

時
は
大
変
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」
と
話
す
の

は
、
宮
崎
弘
昭
さ
ん
で
す
。
宮
崎
さ
ん
は
、

京
都
祇
園
・
東
京
銀
座
の
米
料
亭
八
代
目
儀

兵
衛
主
催
の
日
本
お
米
向
上
委
員
会
の
お
米

番
付
で
平
成
29
年
・
30
年
と
2
年
連
続
入
賞

し
ま
し
た
。
こ
の
お
米
番
付
は
平
成
25
年
に

始
ま
り
ま
し
た
。
毎
年
全
国
か
ら
8
人
の
生

産
者
が
選
ば
れ
、
2
年
連
続
入
賞
し
て
い
る

の
は
宮
崎
さ
ん
を
含
め
て
4
人
で
す
。ま
た
、

え
び
の
市
は
開
催
当
初
か
ら
6
年
連
続
で
入

賞
者
を
出
し
て
い
る
唯
一
の
地
域
で
す
。

　

宮
崎
さ
ん
は
、
米
作
り
は
土
作
り
が
一
番

大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。「
11
月
に
は
田

を
耕
し
て
堆
肥
を
ま
き
、
田
植
え
を
す
る
ま

で
に
同
じ
こ
と
を
3
回
行
っ
て
い
ま
す
。
米

の
収
量
よ
り
も
味
を
重
視
し
て
い
る
の
で
、

窒
素
分
が
多
く
な
ら
な
い
よ
う
し
て
い
ま

す
。
土
壌
診
断
を
し
て
、
足
ら
な
い
栄
養
分

を
補
う
よ
う
に
も
し
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
試
し
て
今
の
方
法
に
た
ど
り
着
き

ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
え
び
の
市
の
特
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
に
も
入
っ
て
い
る
宮
崎
さ
ん
。「
昨

年
特
Ａ
が
獲
得
で
き
な
か
っ
た
の
は
残
念
で

し
た
が
、
ま
た
獲
得
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ

て
き
ま
し
た
。2
月
に
発
表
さ
れ
ま
す
の
で
、

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」

　
「
私
の
お
米
番
付
の
入
賞
が
、
硫
黄
山
の

噴
火
で
の
河
川
白
濁
に
よ
る
影
響
で
稲
作
が

で
き
な
か
っ
た
皆
さ
ん
の
励
み
に
な
っ
て
く

れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
今
、
お
米
番
付
3
年

連
続
入
賞
を
目
指
し
て
土
作
り
に
頑
張
っ
て

い
ま
す
」
と
力
強
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

宮
崎
弘
昭
さ
ん

Profile

みやざきひろあき／麓
（飯野）／ 58 歳／趣味：

スポーツ観賞

米作りは土作り
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認
知
症
は
、
誰
に
も
起
こ
り
う
る
脳

の
病
気
で
す
。
症
状
は
、
脳
の
細
胞
が

壊
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
お
こ
る
中
核
症

状
と
、
そ
の
人
の
性
格
や
環
境
、
人
間

関
係
な
ど
の
要
因
が
絡
み
合
っ
て
起
こ

る
行
動
心
理
症
状
が
あ
り
ま
す
。認
知

症
の
人
が
記
憶
障
害
や
認
知
障
害
か
ら

不
安
に
陥
る
こ
と
で
、
周
り
の
人
と
の

関
係
が
損
な
わ
れ
て
し
ま
い
、
家
族
が

疲
れ
切
っ
て
共
倒
れ
し
て
し
ま
う
こ
と

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。本
人
の
支
援

は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
家
族
の
支
援
も
大

検
討
し
て
支
援
方
法
を
決
め
ま
す
。初

期
の
段
階
で
集
中
し
て
関
わ
り
、
専
門

医
の
早
期
診
断
・
早
期
支
援
に
つ
な
げ

る
こ
と
、
家
族
の
負
担
軽
減
の
支
援
を

行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
は
、
進
行
す
る
病
気
で
完
治

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
理
解
し
て
適
切
に

治
療
対
応
す
る
こ
と
で
、
行
動
心
理
症

状
が
落
ち
着
き
、
そ
の
人
ら
し
く
暮
ら

せ
る
期
間
を
長
く
す
る
こ
と
は
で
き
ま

す
。
多
く
の
人
が
、
人
ご
と
で
は
な
く

自
分
事
と
し
て
捉
え
、
認
知
症
の
理
解

者
・
応
援
者
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

　
　

文
：
市
介
護
保
険
課 

萩
原
保
健
師

いきいき! 健康
H e a l t h y  L i f e

認
知
症
を
理
解
し
ま
し
ょ
う事

に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
認
知
症
の
理
解
者
・
応
援

者
を
増
や
す
た
め
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
気
軽
に
相
談
で
き
る
場
と
し
て
、

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
加
え
、
平
成
30
年
度
か
ら
は

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
を
配
置

し
ま
し
た
。
こ
の
チ
ー
ム
は
医
師
、
保

健
師
、
社
会
福
祉
士
、
介
護
福
祉
士
か

ら
な
り
ま
す
。相
談
を
受
け
て
訪
問
し
、

聞
き
取
り
を
行
い
、
そ
の
後
チ
ー
ム
で

た
と
き
、
所
有
者
が
変
わ
っ
た
と
き
等

は
、
市
役
所
に
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
散
歩
中
に
フ
ン
を
放
置
す
る
こ
と
は

マ
ナ
ー
違
反
で
す
。自
宅
へ
持
ち
帰
り

ま
し
ょ
う
。

・
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
繁
殖
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
不
妊
、

去
勢
の
手
術
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

ペ
ッ
ト
の
正
し
い
飼
い
方
な
ど
、
知

識
を
持
ち
、
最
後
ま
で
責
任
を
持
っ
て

飼
い
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
文
：
市
民
環
境
課 

生
活
環
境
係

ペ
ッ
ト
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う

　

最
近
、
ペ
ッ
ト
を
飼
う
人
が
増
え
て

き
ま
し
た
。動
物
の
命
を
尊
重
し
大
切

に
す
る
こ
と
は
、
誰
も
が
守
る
べ
き
こ

と
で
す
。
ま
た
、
周
り
の
人
に
迷
惑
を

か
け
な
い
よ
う
に
飼
育
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

■
猫
を
飼
う
場
合

・
繁
殖
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
不
妊
、

去
勢
の
手
術
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

※
平
成
29
年
度
に
は
、
全
国
で
約
6
万

匹
の
猫
が
保
健
所
等
に
収
容
さ
れ
、
飼

い
主
が
見
つ
か
ら
ず
に
、
約
3
万
匹
が

殺
処
分
さ
れ
て
い
ま
す
。飼
い
き
れ
な

い
命
を
生
み
出
さ
な
い
よ
う
に
不
妊
、

去
勢
手
術
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

・
室
内
で
飼
育
し
て
、
交
通
事
故
や
感

染
症
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

■
犬
を
飼
う
場
合

・
犬
は
生
涯
1
回
の
登
録
が
必
要
で
す
。

市
役
所
で
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
年
1
回
必
ず

受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

・
死
亡
し
た
と
き
、
所
在
地
が
変
わ
っ

くらしのメモ
N o t e  o f  L i v i n g110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33 ‒0110

えびの消防署 ☎ 33 ‒6119

7月の交通事故発生状況
人 身 6件 本年累計 65件
物 件 25件 本年累計 195件

うそ電話詐欺に注意！

凍結道路にご注意を

近頃、気温が氷点下に達するなど、寒さの厳しい
日も見られるようになりました。気温の低下で

道路が凍結することにより、交通事故が多数発生し
ています。
　特に橋の上や下り坂は凍結しやすく、スピードも
出やすいため危険です。早めのブレーキやスピード
管理に注意してください。
　また、スタッドレスタイヤやタイヤチェーンの早
めの準備を心掛けましょう。

12月の活動状況
［えびの消防署管内］

火 災 2件 年 計 14件
救 急 88件 年 計 871件

110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33 ‒0110

えびの消防署 ☎ 33 ‒6119

12月の交通事故発生状況
人 身 5件 本年累計 48件
物 件 24件 本年累計 314件

　

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
は
、

通
称
「
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
」
と
も
呼
ば
れ
、

学
校
対
抗
で
行
わ
れ
る
高
校
生
ス
ポ
ー

ツ
の
総
合
体
育
大
会
で
す
。夏
季
大
会

と
冬
季
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
か
ら
、
全
国
を
9
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の

輪
番
に
よ
る
広
域
開
催
と
な
っ
て
い
ま

す
。
平
成
31
年
度
は
、
南
部
九
州
4
県

（
鹿
児
島
県
、
熊
本
県
、
宮
崎
県
、
沖
縄

県
）
と
和
歌
山
県
で
、
30
競
技
34
種
目

が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

宮
崎
県
で
全
国
総
体
が
開
催
さ
れ
る

の
は
平
成
4
年
以
来
27
年
ぶ
り
で
す
。

え
び
の
市
で
は
、
7
月
31
日
か
ら
8
月

1
日
に
か
け
て
、
真
幸
地
区
体
育
館
で

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
男
子
）
競
技
の
予
選

リ
ー
グ
と
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
1
・
2

回
戦
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
大
会
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
、

県
内
の
高
校
で
組
織
さ
れ
た
高
校
生
活

動
推
進
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
各
地

で
P
R
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
え

び
の
市
で
も
、
飯
野
高
等
学
校
の
体
育

大
会
で
横
断
幕
や
の
ぼ
り
旗
を
掲
げ

ま
し
た
。ま
た
、
昨
年
10
月
28
日
に
は
、

西
諸
支
部
の
活
動
と
し
て
「
道
の
駅
え

び
の
」
で
来
店
し
た
人
に
チ
ラ
シ
や
広

報
用
品
の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

　

開
催
を
約
2
0
0
日
後
に
控
え
て
い

る
た
め
、
今
後
も
イ
ベ
ン
ト
等
に
合
わ

せ
て
P
R
活
動
を
行
い
、
大
会
に
向
け

た
周
知
を
図
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
全

国
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
高
校
生
が
繰

り
広
げ
る
熱
戦
に
、
ぜ
ひ
、
ご
声
援
く

だ
さ
い
。

　
　
文
：
市
社
会
教
育
課
市
民
体
育
係

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
が
行
わ
れ
ま
す

宮 崎 県 内 で 、警 察 署 生 活 安 全 課 の 警 察 官 を 名
乗 る 男 か ら 、「 東 京 で 詐 欺 グ ル ー プ を 摘 発

し た ら 、持 っ て い た 名 簿 に あ な た の 名 前 が あ る 。
こ の ま ま で は 、あ な た の キ ャ ッ シ ュ カ ー ド が 使
わ れ て し ま う 」と い う う そ 電 話 詐 欺 の 不 審 電 話
が 連 続 し て か か っ て き て い ま す 。
　 警 察 で 現 金 や キ ャ ッ シ ュ カ ー ド 等 は 預 か り ま
せ ん ！ お 金 を 催 促 す る よ う な 電 話 を 受 け た と き
は 、一 度 電 話 を 切 っ て え び の 警 察 署 に 電 話 を し
て く だ さ い 。
　 え び の 市 内 で う そ 電 話 詐 欺 の 被 害 を 出 さ な い
た め に 、不 審 な 電 話 に 気 を 付 け ま し ょ う ！

L i f e l o n g  s p o r t

生涯スポーツ

道の駅えびので広報活動を行う高校生
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お 知 ら せ

演劇公演「たのかんさあレンジャー」
が行われます

　公益財団法人宮崎県立芸術劇場では、演劇公演「たのか
んさあレンジャー」を行います。主演に矢柴俊博氏を迎え、
町おこしに奮闘する4人の男たちのなんだかヘンテコな日
常を描きます。ぜひ、ご来場ください。

【公演名】宮崎県立芸術劇場プロデュース「新 かぼちゃとい
もがら物語」＃3　「たのかんさあレンジャー」

［作］戌井 昭人　［演出］立山 ひろみ
［出演］矢柴 俊博、桑原 裕子、実広 健士、大江 泰子、宇

井 晴雄、森川 松洋、キムユス、片山 敦郎、はまもとゆうか
【日時】5日間開催（全5ステージ）

①2月27日（水）　午後7時開演
②2月28日（木）　午後7時開演
③3月1日（金）　   午後7時開演
④3月2日（土）　   午後2時開演 ※
⑤3月3日（日）　   午後2時開演
※3月2日は、終演後にアフタートークがあります。
※各日とも、開場は、開演の30分前です。

【場所】メディキット県民文化センター（宮崎県立芸術劇場）
イベントホール

【料金】全席自由・日時指定
［一般］3,500円　［ U25割］1,500円（鑑賞時25歳以下）
［ペア割］6,000円（一般2枚/前売りのみ）
【チケット取り扱い】メディキット県民文化センターチケット

センター
☎0985-28-7766

［窓口・電話］午前10時～午後6時30分（月曜休館、月曜祝
日の場合は翌平日休館）

［ウェブ］劇場ホームページ（ http://www.miyazaki-ac.jp/ ）

で24時間予約・購入できます。
［その他］県内プレイガイドにて販売しています。
問公益財団法人宮崎県立芸術劇場
☎0985-28-3208

来場ください「京町二日市」

　約200店舗が並ぶ南九州最大の買い物市である「京町二
日市」が開催されます。当日は、車の通行が多く、道路の渋
滞が予想されます。なるべく公共交通機関や無料のシャト
ルバスをご利用ください。

【開催日】2月2日（土）、3日（日）
【場所】京町温泉駅前歩行者天国（約2km）
【歩行者天国の時間】
［2日］午前9時～午後6時　［3日］午前9時～午後5時
【シャトルバス】［発着場］グリーンパークえびの 第1駐車場

※随時巡回運行（無料）します。
問えびの市商工会
☎35-1544

公正証書作成に関する無料相談所
を開設します

　都城公証人役場では、皆さんの身近な民事上の紛争予
防と紛争解決に役立ててもらうため、次の日程で無料相
談所を開設します。秘密は厳守します。お気軽にご相談
ください。

【開設期間】3月12日（火）～ 14日（木）
【時間】午前9時～午後7時 ※昼休みを除く。
【場所】都城公証人役場（都城市前田町15街区10－1）
【内容】遺言・相続・任意後見契約・尊厳死宣言・賃貸借契

約・金銭貸借契約・離婚給付契約等の公正証書作成に関す
る相談

【相談費】無料
※事前予約が必要です。
申・問都城公証人役場
☎0986-22-1804

（短歌）竹下妙子さん☎ 37 ｰ 3056　（俳句）松山良文さん☎33 ｰ 4904　（詩）ポエム同好会（田中虎夫さん）☎ 33 ｰ 2959まで

心の一首一句 あなたもつくってみませんか。

人
工
の
芥あ

く
たた
だ
よ
う
海
原
に

あ
ま
た
の
魚
の
餌
に
混
じ
れ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
本
克
子

　
真
っ
青
な
海
に
人
の
手
で
作
ら
れ
た
あ
ら
ゆ
る
物
が
、
ご
み
、
ち
り
、
屑く

ず

と
廃
物
と

な
り
漂
っ
て
い
る
。そ
れ
が
自
然
の
海
に
生
き
る
命
あ
る
魚
の
餌
に
も
混
る
の
で
あ
ら

う
か
と
海
に
来
て
作
者
は
心
を
痛
め
た
の
で
あ
る
。正
に
人
為
災
害
で
あ
る
。人
は
皆

心
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
評
：
竹
下
妙
子
） 

短
歌大お

お
よ
ど

淀
川
の
水
面
き
ら
め
く
初
句
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
堀
ふ
じ
子

　
毎
年
一
月
の
句
会
は
大
淀
河
畔
の
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
ま
す
。他
の
月
の
句
会
と
違
い

こ
の
日
は
皆
少
し
緊
張
の
面
持
ち
で
集
ま
り
ま
す
。昨
年
の
初
句
会
は
好
天
で
宮
崎
は

南
国
の
初
春
ら
し
く
光
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
自
註
）

俳
句詩詩ま

ぶ
し
い
初
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
窪
時
信

霧
島
を
元
日
の
朝
日
が
照
ら
し
ゃ

え
び
の
の
町
に
新
し
い
年
が
や
っ
て
く
る

去
年
の
苦
労
を
川
内
川
に
流
し

今
年
に
大
き
な
夢
を
抱
け
ば

何
と
初
日
の
ま
ぶ
し
い
こ
と
か

一
度
し
か
な
い
我
が
人
生

今
年
も
精
一
杯
生
き
て
行
こ
う
と

己
の
心
に
誓
う

焼肉語辞典

田辺晋太郎／監修
平井さくら／絵

（誠文堂新光社）

おすすめの一冊

えびの市民図書館
☎35-0242  http://ebino-city-lib.jp/

■開館時間■　火曜日～土曜日／午前9時～午後7時　
　　　　　　　日曜日・祝日／午前9時～午後5時 
■休 館 日■　毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）

せかいいちのねこ

ヒグチユウコ／絵・文
（白泉社）

◎お知らせ

■読まなくなった本をお譲りください
　えびの市民図書館では、3月3日（日）に行われる「ブック
リサイクル」の本の寄贈を募集しています。読まなくなった
本がある人は寄贈をお願いします。
※寄贈してもらった本は無料で配布します。
●本の種類＝絵本・児童書・文芸書・文庫本・実用書・雑誌・コ
ミック ※週刊誌や月刊誌、辞典、問題集などの提供はお断
りしています。
●受付期限＝2月28日（木）

■手作り講座「おひなさま作り」
●日時＝2月17日（日）午後1時30分～午後3時
●場所＝図書館　学習室
●定員＝20組 ※事前にお申し込みください。
●参加費＝無料

2 月 時間

①飯野駅前地区体育館→
　飯野出張所 6 日（水）、20 日（水）14：05 ～ 15：15

②麓橋団地→自衛隊官舎 8 日（金）、22 日（金）15：30 ～ 16：30

③岡元小学校→市立病院
→さくら苑 

13 日（水）、27 日
（水） 13：15 ～ 15：15

④プラッセだいわ→老人
　福祉センター

14 日（木）、28 日
（木） 14：05 ～ 15：55

⑤飯野地区コミュニティ
　センタ→大平職員宿舎 1 日（金）、15 日（金）14：05 ～ 15：15

◎ブックランド号

■土曜シネマ
●日時＝2月16日（土）午後1時30分～
●場所＝学習室
●参加費＝無料
●内容＝「人生、いろどり」（大人向け）
※上映日、上映内容が変更になる場合がありますのでご了
承ください。
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成 人 式 の 取 材 に 行 きました 。これ ま で 意 識して い な
かったので 気付 かなかっただ け か もし れませんが、

中 学 校 の恩 師と記 念 撮 影しているの が目に付きました 。
ほほえましい光 景でした 。（ 東 ）

あ けましておめでとうご ざ います。今 年も皆 さん に分
かりやすく市の 情 報を 発 信 で きるよう、より良い広

報 紙 づくりに努 めます。（ 久保 田 ）

人　口 18,409人（前月比-20人）

男性／ 8,706人（0人）　女性／ 9,703人（ -20人）

転入／ 29人　転出／ 34人
出生／ 13人　死亡／ 28人

世帯数 8,477世帯（前月比-11世帯）
（平成31年1月1日現在）

E
d
ito

r's

☎0986-26-7133
問えびの市体育協会（市社会教育課内）
☎35-3719（課直通）

「義弘公のお膝元で戦国を語る」島
津義弘没後四百年記念講演会

　三州同盟会議の構成市町（姶良市、日置市、湧水町、え
びの市）では、没後400年を迎える島津義弘の功績を後
世に伝え、顕彰していくために、その土地と島津義弘の
つながりを語る講演会を開催します。第1回目はえびの
市で開催し、その後、湧水町、日置市、姶良市の順で講演
会を開催していきます。

【開催日】1月27日（日）
【時間】午後1時～
【場所】市文化センター 大研修室
【講師】かごしま探検の会　東川 隆太郎氏
【講演内容】単独公演
【企画主催】三州同盟会議（姶良市、日置市、湧水町、え

びの市）
問市観光商工課 観光係
☎35-1114（直通）

市臨時職員（作業員）募集

　市では、臨時職員（作業員）を募集します。
【募集人員】1人
【業務内容】観光施設美化に伴う業務等

※草刈機、チェーンソー、ハンマーナイフモア等を使用しま
す。

【雇用期間】4月1日～2020年3月31日
【勤務時間】午前8時30分～午後5時15分（月曜～金曜）

※祝日を除く。
【勤務場所】市観光商工課
【賃金】7,000円（日額）
【保険等】社会保険・雇用保険あり
【資格要件】普通自動車運転免許（ＭＴ車）
【選考方法】書類選考（市様式の履歴書）と面接

※面接日時等については、後日申込者に連絡します。
【申込期限】2月28日（木）
【申込方法】市様式の履歴書を市観光商工課観光係に直

接、または郵送（2月28日まで必着）で提出してください。
※市様式の履歴書は、市観光商工課観光係にあります。
申・問市観光商工課 観光係
☎35-1114（直通）

小中学生英語暗唱大会が行われま
す

　市国際交流センターでは、平成30年度小中学生英語暗
唱大会を開催します。市内小・中学生の英語力向上と英
語に親しむ機会を提供するとともに、国際理解と国際交
流の進展に寄与することを目的としています。各学校か
ら推薦を受けた児童生徒が出場します。市民の皆さん、
小中学生の生き生きとした発表を、ぜひ、ご覧ください。

【開催日】2月9日（土）
【時間】午前9時～正午
【場所】市国際交流センター
【出場者】市内各学校から推薦された20人程度の児童生

徒
問市国際交流センター
☎35-3211

◎ 今月の 表 紙
　 1 月5 日、市 文 化センターで 行 わ
れ た平 成 31 年えび の市 成 人 式 。会
場 内 で は、晴 れ 着 姿 な ど に 身を 包
んだ 新 成 人 が 旧 友との 再 会 を喜 ん
で いました 。

「平成30年度えびの市子どもの未来
応援研修会」を開催します

　市では、すべての子どもが生まれ育った環境に左右さ
れず、その将来に夢や希望を持って成長していける社会
を目指し、子どもの貧困対策を推進しています。その一
環として、市民・関係団体・関係機関の皆さんに、事業を
理解してもらい、地域社会で子どもたちを支えることを
目的に、「平成30年度えびの市子どもの未来応援研修会」
を開催します。ぜひ、ご参加ください。

【開催日】2月21日（木）
【時間】午後2時～午後3時30分
【場所】市文化センター 大研修室
【参加費】無料
【講師】南九州大学人間発達学部子ども教育学科　若宮 

邦彦 教授
問市福祉事務所 子育て支援係
☎35-3738（直通）

参加しませんか「郷土料理教室」

　にしもろ定住自立圏形成推進協議会生涯学習部門では、
「郷土料理教室」を開催します。その土地の風土になじみ、

歴史や文化とともに、人々の暮らしの中で受け継がれてき
た郷土料理。素朴でどこか懐かしい「にしもろ」の郷土料理
を作ってみませんか？ぜひ、ご参加ください。

【開催日】2月26日（火）
【時間】午後7時～午後9時
【場所】高原町総合保健福祉センター ほほえみ館 食改善

室
【メニュー】炊飯器で炊ける赤飯、かねんしゅい、魚の煮付け、

白和え、いこ餅
【対象者】18歳以上
【定員】10人程度（先着順）
【参加費】無料
【準備する物】エプロン、三角巾
【申込方法】市社会教育課社会教育係へ電話でお申し込み

ください。
【申込期限】2月8日（金）
申・問市社会教育課 社会教育係
☎35-3719（課直通）

応援をお願いします
「第73回南九州駅伝競走大会」
　昨年度に引き続き、「道の駅えびの」チームが出場しま
す。沿道での応援をよろしくお願いします。また、交通規
制が行われますので、ご協力をお願いします。

【開催日】2月3日（日）
【走路】国道221号線～国道10号線
【通過予定時間】

場所 時間

スタート：真幸地区体育館前 午前 10 時

セブンイレブンえびの飯野店前 午前 10 時 35 分

三本松（小林市） 午前 10 時 51 分

靴の小笠原前（小林市） 午前 11 時 14 分

フリーウェイ工業団地南口前（高原町） 午前 11 時 36 分

ローソン高崎大牟田店前（都城市） 午後 0 時 4 分

都城市立志和池小学校前（都城市） 午後 0 時 32 分

ゴール：都城市立美術館 午後 1 時 6 分

問一般財団法人都城市体育協会 南九州駅伝競走大会事
務局

今月の納税

個人市県民税 第4期
国民健康保険税 第7期
後期高齢者医療保険料 第7期
1月31日（木）までに納めましょう。
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ヒラタケ

一
年
で
最
も
寒
さ
の
厳
し
く
な
る

こ
ろ
、
春
の
訪
れ
を
待
つ
よ
う

に
森
は
し
ん
と
し
、
聞
こ
え
る
の
は
空

を
舞
う
鳥
の
鳴
き
声
と
、
歩
を
進
め
る

た
び
に
シ
ャ
リ
シ
ャ
リ
と
霜
柱
が
砕
け

る
音
。
そ
ん
な
冬
の
森
の
中
、
倒
木
に

た
く
さ
ん
の
キ
ノ
コ
を
見
つ
け
ま
し
た
。

「
寒か

ん
た
け茸
」、
宮
崎
県
内
で
は「
か
ん
な
ば
」

と
も
呼
ば
れ
る
冬
が
旬
の
キ
ノ
コ「
ヒ

ラ
タ
ケ
」で
す
。
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
に

も
な
る
大
き
な
キ
ノ
コ
で
、
重
な
る
よ

う
に
発
生
す
る
た
め
迫
力
が
あ
り
ま

す
。
一
本
の
倒
木
か
ら
多
数
発
生
す
る

こ
と
が
多
く
、
ま
さ
に
そ
の
倒
木
は
キ

ノ
コ
の
な
る
木
と
な
り
ま
す
。
以
前
は

「
シ
メ
ジ
」の
名
で
広
く
流
通
し
て
い
ま

し
た
が
、
多
種
の
流
通
拡
大
に
押
さ
れ

目
に
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
栽
培
が
容
易
な
た
め
現
在
で

も
家
庭
栽
培
用
キ
ッ
ト
が
販
売
さ
れ
、

身
近
な
キ
ノ
コ
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り

な
い
よ
う
で
す
。
雪
が
降
れ
ば
真
っ
白

な
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
ヒ
ラ
タ
ケ
と
出
会

え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
姿
は
か

わ
い
ら
し
く
、
逆
に
力
強
さ
も
感
じ
さ

せ
、
霧
島
山
を
構
成
す
る
魅
力
的
な
生

物
で
あ
る
こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
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文
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コ
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ー
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ム
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ン
タ
ー
）

写真：ヒラタケ（撮影：平成30年2月25日）
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